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研究要旨 

【目的】社会経済状況ががん生存率に影響を与えることが知られており、１つの原因として社会経

済状況に応じたがん検診受診率の違いがあると考えられている。これまでの研究から低学歴や不安

定な雇用形態など社会経済状況が不利な層とがん検診の未受診の関連が明らかとなっている。本研

究では 2010 年～2019 年の日本人女性の子宮頸がん、乳がん、大腸がん検診受診における社会経済

格差の推移を検討することを目的とした。 

【方法】2010 年、2013 年、2016 年、2019 年の国民生活基礎調査データを用いて、各年で 189,442

人、168,571 人、163,341 人、150,828 人の女性を分析対象とした。アウトカムは子宮頸がん検診

（２年以内）、乳がん検診（２年以内）、大腸がん検診(１年以内)の受診率とし、社会経済状況の指

標として学歴および雇用形態を用いた。年齢、婚姻状態、学歴、および雇用形態を調節した多変量

ロジスティック回帰分析を行い、社会経済状況と各がん検診未受診との関連を検討した。 

【結果】2010 年から 2019 年の間に各がん検診の受診率は全体として向上した。低学歴と不安定な

雇用形態は各がん検診の未受診と関連しており、がん検診未受診の雇用形態に応じた格差は拡大し

ていた。また、学歴に応じた格差については、子宮頸がん、乳がん検診ではほぼ横ばいであったが、

大腸がん検診では拡大していた。 

【結論】日本人女性において 2010 年から 2019 年の間に、子宮頸がん、乳がん、大腸がん検診の全

体の受診率は上昇したが、同期間にがん検診未受診の雇用形態に応じた格差拡大がみられた。がん

検診受診率の向上に向けた施策において、社会経済的状況の各層でのがん検診受診率に注目し、が

ん検診受診の社会経済格差を縮小させることが重要である。 
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Ａ．研究目的 

 社会経済状況ががん生存率に影響を与える

ことが知られており、１つの原因として社会経

済状況に応じたがん検診受診率の違いがある

と考えられている[1-3]。これまでの研究から

低学歴や不安定な雇用形態など社会経済状況

が不利な層とがん検診の未受診の関連が明ら

かとなっている[4-6]。本研究では日本人女性

の子宮頸がん、乳がん、大腸がん検診受診にお

ける 2010 年から 2019 年の社会経済格差の推移

を検討することを目的とした。 

 

Ｂ．研究方法 

■データおよび対象者 

 2010 年、2013 年、2016 年、2019 年の国民生

活基礎調査データを用いて、各年で189,442人、

168,571 人, 163,341 人、150,828 人の女性を分

析対象とした。子宮頸がん検診は 20-69 歳、乳

がん検診および大腸がん検診は40-69歳を対象

とした。１）病院・施設に入院中、２）悪性新

生物のため通院中、３）がん検診についてのデ
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ータがない症例を除外した。2010、2013、2016、

2019 年において、子宮がん検診について、

189,442、 168,571、 163,341、 150,828 人の

女性、乳がんおよび大腸がんについて 125,124、 

113,611、 115,254、 107,658 人の女性を分析

した。 

■調査項目 

 アウトカムは２年以内の子宮頸がん検診、２

年以内の乳がん検診、および１年以内の大腸が

ん検診の受診率とした。調整変数は先行研究に

基づいて、年齢(20-29、30-39、40-49、50-59、

60-69)、婚姻状態（既婚、離婚/死別/離別、未

婚）、学歴（大学/大学院、短期大学/専門学校、

高等学校、中学校）、雇用形態（正規職員、契約

職員、派遣職員、パートタイム、自営/そのほか、

家事、無職）とした。社会経済状況の指標とし

て学歴および雇用形態を用いた。 

■統計解析 

 調査年毎の対象者の属性および、属性別の各

がん検診の受診率を示した。がん検診毎に各調

査年で年齢、婚姻状態、学歴、および雇用形態

を調節した多変量ロジスティック回帰分析を

行い、各項目と各がん検診未受診との関連につ

いて調整オッズ比を求めた。社会経済状況（学

歴および雇用形態）とがん検診未受診の関連に

ついて 2010 年から 2019 年の推移を検討した。

統計解析には SAS version 9.4 (SAS Institute, 

Cary, NC)を使用した。 

 

Ｃ．研究結果 

 表１に分析対象者の基本属性、表２に基本属

性ごとの各調査年におけるがん検診受診率を

示した。2010 年から 2019 年にかけて全体の各

がん検診の受診率は上昇している（子宮頸がん

検診38.6%→45.6%、乳がん検診40.1%→48.8%、

大腸がん検診 25.0%→42.9% ）。既婚、高学歴、

正規職員の女性で各がん検診の受診率が最も

高かった。全ての属性でがん検診受診率は上昇

しているが、各属性で増加率の違いがみられた。

例えば子宮頸がん検診では、正規職員では 9.2 

percentage points (pp) (44.2%→53.4%)上昇

したが、派遣職員では 3.1pp (41.6%→44.7%)の

上昇であった。 

2010 年～2019 年における各変数と各がん検

診未受診の調整オッズ比 (adjusted odds 

ratio:aOR)を表３～５に示す。各学歴の子宮頸

がん検診未受診の調整オッズ比は調査期間を

通してほぼ変化がなかった（表３）。雇用形態で

は、正規職員と契約職員との調整オッズ比の差

は小さく調査期間でほぼ変化がなかったが、他

の雇用形態では調整オッズ比の差が拡大して

いた。正規職員と比較して派遣職員では子宮頸

がん検診未受診となりやすく、調整オッズ比が

上昇していた(2010 年 aOR 1.11 95%CI: 1.01–

1.21、 2019 年 aOR 1.46 95%CI: 1.34–1.60）。

同様にパートタイム、自営業/その他、家事、無

職の群でも調整オッズ比の差が拡大していた。 

表４に 2010 年～2019 年の乳がん検診未受診

に対する調整オッズ比を示す。子宮頸がん検診

同様、学歴の未受診の調整オッズ比はほぼ不変

であったが、雇用形態別では契約職員以外の雇

用形態で未受診となる調整オッズ比が拡大し

ていた。正規職員と比較して、派遣職員では乳

癌検診未受診の調整オッズ比が上昇した（2010

年 aOR 1.46 95%CI: 1.27–1.67、2019 年 aOR 

1.64 95%CI: 1.46–1.83）。 

大腸がん検診では、未受診の学歴に応じた格

差が拡大していた（表５）。また雇用形態別のが

ん検診未受診の調整オッズ比も拡大していた。

正規職員と比較してパートタイマーでは大腸

がん検診未受診の調整オッズ比が上昇してい

た（2010 年 aOR 1.76 95%CI: 1.69–1.87、2019

年 aOR 2.12 95%CI: 2.05–2.20）。 

 

Ｄ．考 察 

 本研究では 2010～2019 年の国民生活基礎調

査データを用いて、女性の子宮頸がん、乳がん、

大腸がん検診受診に社会経済状況が与える影

響を検討した。調査期間中各がん検診の受診率

は向上したが、がん検診未受診の雇用形態に応
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じた格差は拡大していた。また、学歴に応じた

格差については、子宮頸がん、乳がんではほぼ

横ばいであったが、大腸がん検診では拡大して

いた。 

2018 年にがん検診受診率を 50％以上とする

目標が掲げられたが[7]、本研究で正規職員お

よび契約職員では３つのがん検診ともにこの

目標が達成されていた。職域でのがん検診はワ

ンストップ方式で健康診断と共に提供され、労

働時間内に受診できることも多く、高い受診率

につながっていると考えられる。一方で、派遣

労働者、パートタイム、自営業や無職の女性は

自治体で提供されるがん検診を受診し、通常が

ん検診毎に予約をとり、労働時間外に受診する

必要がある。これら２種類のがん検診の特徴の

違いから非正規雇用者でのがん検診受診率の

低さにつながっているのかもしれない。我々の

以前の研究でも正規職員は３つのがん検診を

すべて受診する傾向があるのに対して非正規

職員ではすべて未受診または、１つや２つのが

ん検診を部分受診する傾向にあることが分か

った[8]。 

がん検診システムは各国で異なるが、非正規

雇用や自営業者でがん検診受診率が低いこと

は先行研究と一致している[4-6]。フランスの

研究では乳がん、大腸がん検診では社会経済格

差が減少したが、子宮頸がんでは不公正が持続

しており、国全体の組織的ながん検診システム

が欠如していることが原因として挙げられて

いる[9]。イングランド、スイス、韓国の研究で

は社会経済格差の存在が指摘される報告はあ

るが、本研究のように格差が拡大しているとい

う報告はなかった[10-12]。 

我が国においてがん検診受診率の社会経済

格差が拡大している理由の一つとして inverse 

equity hypothesisにより説明できる可能性が

ある。「格差のパラドックス」として Frohlich

らにより紹介されている介入の初期段階にお

こる現象であり、医療介入がまずは社会的に恵

まれている層（援助を最も必要としない）に恩

恵を与え、恵まれていない層にはそのあとに届

き、格差が拡大する[13]。以前の子宮頸がん検

診の無料クーポン介入に関する研究では介入

による格差の拡大が示唆された[14]。住民全体

のがん検診受診率を増加させようという介入

が実施されたとしても、恵まれた人々に便益が

集中し、恵まれない人々への利益が少ない場合

に、がん検診受診の社会経済格差が拡大する可

能性がある[13, 14]。前述したがん検診に関す

る先行研究は受診率がすでに 60％以上と高い

国々から報告されており[9-12]、検診受診率が

低い状態から上昇している日本では、格差が拡

大している最中である可能性がある（介入によ

り格差が拡大しやすいフェーズ）。また、大腸が

ん検診受診の雇用形態に応じた格差が、子宮頸

がん、乳がん検診よりも拡大していることにつ

いても、inverse equity hypothesisによる説

明が可能かもしれない。すなわち、大腸がん検

診では検診受診率が最も低く、増加率が高いた

め、大腸がん検診での格差拡大が顕著であった

可能性がある。 

 社会的に恵まれている（高学歴、正規職員等）

層では、毎年子宮頸がんや乳がん検診を受診し

ている群も相当数いると考えられ、過剰ながん

検診についても考慮すべきである[15]。今後全

体としてのがん検診受診率が 50％を超えたと

しても、正規雇用者ではがん検診受診がさらに

増え、非正規雇用者や無職の群との差が拡大し

ていくことも予想される。社会経済格差に注目

し社会経済的状況の各層でのがん検診受診率

を注意深くみる必要がある。 

非正規雇用者の健康は正規雇用者に比べて

悪く、がん検診を含む予防的医療資源へのアク

セスが悪いことが一つの原因として挙げられ

ている[16-18]。社会経済的に不利な層では、が

ん検診受診率が低いことに加え、喫煙率、肥満

率、並存疾患保有率が高く、がん生存率が低い

ことが報告されている[2]。がん検診を最も必

要としている社会経済状況の低い層でがん検

診受診率が向上しているかを確認し、ターゲッ
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トを絞った勧奨等の介入施策をすることが重

要であると考えられる。 

 

Ｅ．結 論 

 日本人女性において 2010 年から 2019 年の間

に、子宮頸がん、乳がん、大腸がん検診の全体

の受診率は上昇したが、同期間にがん検診未受

診の雇用形態に応じた格差の拡大がみられた。

異なる社会経済的状況でのがん検診受診率に

注目し、社会経済的に恵まれない集団へよりタ

ーゲットを絞ったアプローチを行い、がん検診

受診の社会経済格差を縮小させることが重要

だと考えられた。 
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表１ 対象者の基本属性 

  2010   2013   2016   2019 

  N %   N %   N %   N % 

年齢            

20-29 26623 14.1   22445 13.3   19621 12.0   17659 11.7  

30-39 37695 19.9   32515 19.3   28466 17.4   25511 16.9  

40-49 38021 20.1   37294 22.1   37554 23.0   35461 23.5  

50-59 41987 22.2   35238 20.9   34216 21.0   33464 22.2  

60-69 45116 23.8   41079 24.4   43484 26.6   38733 25.7  

婚姻状態            

既婚 131233 69.3   115065 68.3   111631 68.3   103182 68.4  

離婚/死別/離別 21005 11.1   19557 11.6   19146 11.7   17140 11.4  

未婚 37204 19.6   33949 20.1   32564 19.9   30506 20.2  

学歴            

⼤学/⼤学院 21475 11.3   22708 13.5   25074 15.4   25704 17.0  

短期⼤学/専⾨学校 48192 25.4   45113 26.8   44253 27.1   42556 28.2  

⾼等学校 82811 43.7   72802 43.2   63840 39.1   55851 37.0  

中学校 17789 9.4   12206 7.2   9011 5.5   6228 4.1  

⽋損 19175 10.1   15742 9.3   21163 13.0   20489 13.6  

雇⽤形態            

正規職員 41286 21.8   41102 24.4   40737 24.9   42391 28.1  

契約職員 8268 4.4   7513 4.5   7186 4.4   6944 4.6  

派遣職員 2151 1.1   1895 1.1   2102 1.3   2174 1.4  

パートタイム 39525 20.9   38544 22.9   38838 23.8   37253 24.7  

⾃営業/そのほか 28966 15.3   20965 12.4   19418 11.9   17974 11.9  

家事 56851 30.0   47664 28.3   43926 26.9   35545 23.6  

無職 12320 6.5   10888 6.5   9902 6.1   8451 5.6  

⽋損 75 0.0   – * – *  1232 0.8   96 0.1  

合計 189442     168571     163341     150828   

*2013 年は雇用形態についての欠損値なし       
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表２ 各がん検診の調査年別受診率 

  ⼦宮頸がん(%)   乳がん (%)   ⼤腸がん (%) 
 2010 2013 2016 2019   2010 2013 2016 2019   2010 2013 2016 2019 

年齢               

20-29 23.6 30.8 28.5 28.5           

30-39 45.8 52.4 51.9 52.9           

40-49 48.3 53.6 53.5 55.8  45 50 50.5 53.9  20.7 35.2 37.5 40.6 

50-59 41.4 46.8 47.8 49.4  42.4 49.4 50.4 52.3  25.8 40.6 43.3 45.5 

60-69 30.6 35.1 35.3 36.2  33.7 39.8 39.2 41  27.9 38.6 40.6 42.8 

婚姻状態               

既婚 43.9 49.7 49.5 51.4  42.2 48.4 48.4 52  26 39.5 41.7 44 

離婚/死別/離別 32.3 38 39 39.8  31.4 37.6 39 41.4  22.4 33.6 37 40.2 

未婚 23.4 30 28.9 29.7  32.6 39.4 39.1 42.5  18.5 32.8 35.2 38.7 

学歴               

⼤学/⼤学院 46.2 53.3 49.4 51.7  54.6 59.4 58.4 60.7  30.6 46.5 48.8 51.1 

短期⼤学/専⾨学校 44.8 50.6 49.6 50.5  47 52.1 52 54.4  27.2 41.2 43.3 45.8 

⾼等学校 37 40.8 41.8 42.3  39.6 43.9 43.9 45.3  24.8 36.7 39.6 41.2 

中学校 25.9 30 28.6 29.1  26.9 30.7 29.3 29.8  22.1 29.3 30.4 31.5 

⽋損 33.3 38.6 40.7 42.3  33 43.3 41.1 43.6  20.7 37.2 35.9 39 

雇⽤形態               

正規職員 44.2 52.3 52.1 53.4  53.1 59.1 59.9 61.9  31.9 51 53.9 56.5 

契約職員 42.9 48.3 49.4 52.5  50.3 55.4 55.1 59  30.4 47.9 50.2 55.3 

派遣職員 41.6 44.5 41.9 44.7  42.5 47.6 46.9 48.5  18.5 30.6 34.1 36.3 

パートタイム 37.1 42.4 42.7 44.3  39.2 44.7 44.9 47.3  22.1 34.6 37.1 39.9 

⾃営業/そのほか 37.1 42 42.4 42.7  37.4 43.1 43.6 44.7  23.4 35.6 37.6 38.9 

家事 39.3 43.9 43.9 43.1  36.8 42.4 41.4 42.7  24.7 34.8 36.5 36.9 

無職 21.5 25.5 24.8 25.2  27.7 32 32 32.7  20.8 29.8 31.6 32 

⽋損 36 – * 31.2 43.8  38.5 – * 33.2 42.9  13.5 – * 29.8 37.1 

合計 38.6 44.4 44.7 45.6   40.1 46.1 46.1 48.8   25 38.1 40.4 42.9 

*2013 年は雇⽤形態についての⽋損値なし 
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